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「図書館を使う！レポート・論文の書き方ワークショップ」開催

　６月30日（火）、7月2日（木）、3日（金）の3回にわたり、ラーニング・コモンズ2階のプレゼンテーションルームに

て、ライティング・アドバイザーを講師に招き、「図書館を使う！レポート・論文の書き方ワークショップ」が開催さ

れました。

　ワークショップでは、レポート・論文の特徴、おおまかなレポート・論文の作成手順、テーマ設定、情報収集、集め

た資料の検討、構成・執筆まで、実習を交えながら行いました。

　３回合計で30人を超える参加者があり、参加者からは、「レポート・論文の基本が楽しく、分かり易く理解できてよ

かった」等、好評な意見が多く寄せられました。

　また、ワークショップ開催に合わせた館内展示「読めばわかる！レポートの書き方」も行われました。

　「どうやって書いたらいいか分からない！」という方から、「ある程度慣れてきたけれどもう少しコツを掴みたい…」

という方まで、多くの方のレポートを支援する資料をピックアップして、展示を行いました。

　ワークショップに参加された方も、参加されていない方も、きっとお気に入りの資料を見つけられたことでしょう。
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ビブリオバトル開催

　7月12日（日）、昨年に引き続きオープンキャンパスのイベントの一つとして、知的書評合戦「ビブリオバトル」が

開催されました。開催2年目の今回は、文学部国文学科3年の西 翔太さん、文学部国文学科2年の結城 光平さん、文学部

国文学科3年の茶原 英太郎さん、文学部国文学科1年の坂本 愛央衣さん、計4人の学生が、挑戦してくれました。

　オススメする本も違えば、表現方法もさまざま。それぞれの個性がきらりと光る書評合戦となりました。

　すべての発表が終わった後、「一番思い出に残っている本」をテーマにした意見交換会を行いました。そこで4 人

は、紹介した本とは違う魅力的な本を自身の経験や思い出と重ね合わせ紹介し、また、それらの本から得たものを熱心

に語ってくれました。観客に親しみを感じられるような発表で、非常に和やかな雰囲気でした。二松学舎の学生の魅力

が伝わる意見交換会でした。

　それぞれの発表を聞いて、会場の観客が一番「読んでみたい！」と思った「チャンプ本」に選ばれたのは、西 翔太さ

んが紹介してくれた『怖い絵』でした！ 見事栄冠に輝いた西さんには、𡈽屋茂附属図書館長より「チャンプ本賞」が授

与されました。また、惜しくもチャンプ本に選ばれなかった3 人の発表者には「奨励賞」が贈られました。 

　激戦を勝ち抜いた西さんには、11 月に千葉県の柏市立図書館と市内の4 大学（本学、東京大学、開智国際大学、麗澤

大学）で行われるビブリオバトルに、本学代表として出場していただきます。

　今回の紹介者と紹介された図書は下記の通りです。（★がチャンプ本です）

西　　　翔　太さん ★『怖い絵』（中野 京子 著、角川書店 刊、2013年）

結　城　光　平さん 『新世界より』（貴志 祐介 著、講談社 刊、2008年）

茶　原　英太郎さん 『二十四の瞳』（壺井 栄 著、角川書店 刊、2007年）

坂　本　愛央衣さん 『百年法 上・下』（山田 宗樹 著、角川書店 刊、2005年）

　こちらは、図書館で企画展示をしております。ぜひ手にとってご覧ください！
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教えて、漱石先生　「文献複写の謝絶をなくしたいの巻」

学生：先日はありがとうございました。柏から資料を取り寄せて、どうにかレポートを提出できました。

先生：それは良かったのう。さぞかし立派なものができたじゃろう。

学生： いやぁ～(^_^;)。ところで先生、論文の複写を申し込んだんですが、いくつかが「謝絶」されてしまったんで

す。調べ方が足りなかったんでしょうか？

先生： どれどれ。「相愛大学研究論集」29巻にあるんじゃな。なるほど、CiNii Articlesもマガジンプラスも目次は見ら

れるが、本文は見られないみたいじゃな。

学生：キカンリポ何とかにありますって言われたんですけど。

先生： 機関リポジトリじゃ。各大学や機関で、紀要に掲載した論文や研究成果を公開しておるんじゃ。二松でも論文を

公開しておるぞ。（図1）

図１

図２

　　　実はこの論文がリポジトリにあることが一発でわかる方法もあるんじゃ。

学生：もぉ～、先に教えて下さいよぉ～～

先生：それは「JAIRO（ジャイロ）」じゃい。

学生：……。

先生：ゴホンッ。ダジャレではないぞ。「JAIRO」では、日本国内の学術機関リポジトリの横断検索ができるんじゃ。（図2）

学生：うわぁ～、便利ですねぇ～。

　　　謝絶されたなかに『国文学年次別論文集』にありますというのもあったんですが、これって何ですか？

先生： 紀要などに発表された論文を収集してまとめたものじゃな。年次別論文集のようなものは、国文学だけではない

ぞ。『中国関係論説資料』や『日本語学論説資料』もあるんじゃ。収録論文一覧もあるし、2009年までの索引な

らマクロフィルム室のパソコンにインストールされているから、自分で調べてみぃ。

学生：は～い。いろいろな調べ方があるんですね。

先生： じゃがどれも一長一短がある。先に述べた「JAIRO」にだってすべての論文があるわけではない。大事なのは、

面倒がらずに調べることじゃ。少し手間をかけることで、資料が届くまでの日数を省略することができるかも知

れんからのう。

学生：これで論文の複写依頼をしても「謝絶」されなくなるわけですね。頑張ります！

クリック
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図書館川柳　「本の嘆き篇」

双
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先生、こんにちは。今日はおかしな夢を見たので、謎解き名人の先生に教えてもらいに来ました。変

な川柳なんですけど、お願いします。

柏
は っ く

九： 川柳ですか？私に分りますかねぇ？

双松： これなんですが。

柏九： ふーむ。きみはたしか図書館に勤務していましたね。

わかりました。きみの図書館には古い資料が多いですよね。そこに無造作に付箋を貼って、付箋で文字が剥がれ

てしまったということでしょう。これは注意が必要ですね。せめて文字に掛からないように付箋を貼るというよ

うな気配りが求められますね。

双松： なるほど。そういうことだったのですね。では、次の

もそんな感じでしょうか？

柏九： 次があるのですか。ふむ、仰る通り似ていますね。これは本に線を書くことを指しているようです。図書館の本

は自分一人が使うわけではありません。本によっては消しゴムで消すことで、印字が薄くなってしまうこともあ

ります。もうひとつは本の端を折ることですね。ちょっと目印と思って折るのでしょうが、折り目は消えませ

ん。もっとひどいのは頁を切り取るという行為です。まったく言語道断です。

双松： 傷つけるのもいろいろなパターンがありますね。次の

はいかがでしょう？

柏九： うーん。どうもこれはきみの心の声のように思えます

が？

双松： なるほど、そうか。自分の夢だから自分の声も聞きますよね。ときおり本棚で「おや、この本がなぜこんな所に

あるのかという場面に遭遇するんです。本棚の端のほうにはたまに同じテーマの本がまとまって置いてあったり

するんです。たまたま置き忘れたという可能性もありますが、いずれにしてもこうすることで、本が見つから

ず、皆さんに迷惑がかかることになりますよね。

柏九： そういうことになりますね。

双松： 先生、こんなのもあるんですが。念のために言います

が、ぼくの早退願ではありませんよ。

柏九： おや、違うんですか？私はてっきりそうかと。ということは、ふむ、これは貸出した本が帰って来られない、い

わゆる「延滞図書」の叫びですね。いつまでも借りた人の家にいて、図書館へ帰れない嘆きが見て取れます。本

をいつまでも自分の手元に置いておくということは、これも他の人が利用する機会を妨げる行為ですね。貸出期

間中に本は返却しないと他の方が利用できませんから

ね。

双松： 仰るとおりです。それでは最後にこれです。

柏九： やはりこれも本と関係するようですね。おそらく、入口近くの「新着図書コーナー」とかからの苦情ではないの

ですか。柏のもありましたよね？

双松： 先生、よくご存じで。見ていく人も結構いると思うんですけど。もっと注目して欲しいということですかね。

柏九： しかし、きみは仕事熱心なんですねぇ。いつもそんな夢ばかり見てるのですか？

双松： そういうわけではありません。でも、もしまた変な夢をみたら相談に来ますね。

柏九： わかりました。お待ちしてます。

何げない　付箋で文字が　消えてゆく

何をする　私のからだを　傷つけて

あっ見っけ　こんな所に　君いたの

帰りたい　いつまで私　ここにいる

無視するな　私はここに　しかと居る



図書館だより
図書館カレンダー　開館日・開館時間は変更することがあります。詳しくは図書館ホームページをご覧ください。

九段図書館

柏図書館

編集後記

レファレンス本の紹介

　季報93号をお届け致します。今号では、小野先生にお
薦めの博物館などをご紹介いただきました。
　また、本学のように、大学附属の博物館も都内にたく
さんあります。（『Tokyo大学博物館ガイド』　ブルー
ス・インターアクションズ　2009年刊）
    ぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。

二松学舎大学附属図書館
季　報
第93号

発行日　平成27（2015）年９月1日
発　行　二松学舎大学附属図書館
　九段図書館 〒102-8336　東京都千代田区三番町6-16
 電話：03-3263-6364
　柏図書館 〒277-8585　千葉県柏市大井2590
 電話：04-7191-8758
印刷所　株式会社 サンセイ
 電話：03-5227-8333

　以前季報90号で、「レファレンスの窓」と称し、『参考書誌研究』に掲載されていた「中国詩詞翻訳索引」についての記事を
書いたのですが、気がつくとそれが2冊の本にまとまっていました。相島宏編『中国詩詞翻訳索引』（文圃文献類従 43、金沢文
圃閣、2015年）です。第1巻が先秦～五代まで、第2巻が宋代～清代までとなっています。九段、柏両図書館の参考図書のとこ
ろにありますので、必要な時はご覧ください。
　 なお、総序に「最初に発表したのは宋代で、1993年1月のことである。当然その後に出版された図書に収録された漢詩は、本
書には未収録となる訳で、ご利用になられる方方にはご留意いただきたい」とあるように、この索引が作られた後の図書にも
目配りをする必要があります。しかし、その点を差し引いても有益な資料であることは疑いありません。以上の点に注意しなが
ら、有効に索引を活用していただければと思います。

9月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

9/1（火）～9/4（金）はレイトデー
9/12（土）は入試のため閉館 
9/21（月）～23(水）は授業実施のため開館

9月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

 
9/21（月）～23(水）は授業実施のため開館

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

10/12(月）は授業実施のため開館

10月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

10/10（土）は創立記念日のため閉館

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

11/2（月）は学園祭のため閉館
11/23（月）は授業実施のため開館

11月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

11/2（月）は学園祭のため閉館

閉館 8：40～21：50 9：00～16：50 9：00～19：00

閉館 9：15～17：00 9：15～16：30


